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編  

集  

後  

記

発
行
人　

千
代
田
区
保
護
司
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

義
一

編
集
人　

千
代
田
区
保
護
司
会
広
報
部

連
絡
先　

千
代
田
区
九
段
南
一
ノ
二
ノ
一

　
　
　
　

千
代
田
区
役
所
福
祉
総
務
課
厚
生
係

　
　
　
　

年
２
回･

一
四
〇
〇
部
発
行

新
年
の
挨
拶

藤
田
　
義
一

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
昨
年
５
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
感
染
症
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
本
年
度
は
以
前
と
同
様
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
保
護
司
会
の
活
動
は
そ
れ
ま
で
の
空
白
期
を
越
え
て
、

地
域
活
動
は
以
前
に
戻
り
、
社
明
運
動
も
４
か
所
で
の
駅
頭
広

報
、
３
か
所
で
の
ミ
ニ
集
会
、
そ
し
て
時
期
を
10
月
に
変
え
て

２
か
所
で
の
パ
レ
ー
ド
と
、
以
前
と
同
じ
活
動
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
研
修
の
Ｈ
ｙ
ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
化
、
報
告
書
の
Ｈ

＠
（
は
あ
と
）
化
も
順
調
に
進
む
中
、
以
前
と
の
変
化
も
明
確

に
表
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
千
代
田
区
保
護
司
会
は
清
々
し
く
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
が
、
今
後
の
活
動
へ
の
課
題
に
向
け
て
新
た

な
決
意
を
持
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
引
き
締
め
ら

れ
る
年
明
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
観
察
活
動
、
地
域
活
動
と
も
に
新
た
な
工
夫
を
創
造
し
、

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
保
護
司
会
活
動
を
千
代
田
区
保
護
司
会
全

員
で
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）
・
Ｄ
Ｏ
（
実
行
）
・
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

（
評
価
）
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
改
善
）
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、

誰
に
で
も
理
解
さ
れ
、
応
援
し
て
頂
け
る
保
護
司
会
に
出
来
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

縣
　
裕
久

総
務
部
長

小
山
　
千
惠

研
修
部
長

　

令
和
３
年
度
よ
り
広
報
部
の
担
当
と
な
り
４
年

が
経
ち
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
、

最
初
に
担
当
し
た
広
報
誌
88
号
は
４
ペ
ー
ジ
で
し

た
。
そ
の
次
の
89
号
は
６
ペ
ー
ジ
と
な
り
、
90
号

か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
じ
８
ペ
ー
ジ
に
な
り

ま
し
た
。

　

90
号
作
成
の
頃
に
は
、
保
護
司
会
の
行
事
も

徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
近
く
な
り
、
今
回
の
95

号
で
は
５
年
振
り
に
宿
泊
研
修
の
原
稿
を
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

保
護
司
会
活
動
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
規
制
が

無
く
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
様
の
、
或
い
は

そ
れ
以
上
の
活
動
を
行
な
っ
た
一
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
保
護
司
会
の
一
人
と
し
て
、
保
護
観
察

を
は
じ
め
防
犯
活
動
・
部
会
活
動
等
、
も
う
少
し

の
間
で
す
が
、
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
尾
添
）

各
部
か
ら
の
報
告

総　

務　

部

研　

修　

部

平
井
　
由
紀
子

地
域
活
動
部
長

地
域
活
動
部

尾
添
　
章
子

広
報
部
長

広　

報　

部

○
区
長
と
の
懇
談
会

　

日　

時　

令
和
６
年
12
月
17
日
15
時

　

場　

所　

区
役
所
会
議
室

　

出
席
者　

25
名

○
新
年
懇
親
会

　

日　

時　

令
和
７
年
１
月
31
日
18
時

　

場　

所　

東
京
大
神
宮
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン

　

出
席
者　

38
名

○
部
会
開
催

日　

時　

令
和
６
年
11
月
19
日
17
時　

打
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
25
日
14
時　

打
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
６
日
14
時　

打
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
18
日
14
時　

打
合
せ

　
　
　
　

令
和
７
年
１
月
10
日
14
時　

打
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
20
日
14
時　

第
一
稿
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
28
日
14
時　

第
二
稿
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
５
日　
　
　

最
終
稿
校
正

○
宿
泊
研
修

　

日　

時　

令
和
６
年
11
月
６
日
〜
７
日

　

内　

容　

水
戸
刑
務
所
の
施
設
見
学
等

　

出
席
者　

19
名

　

幹　

事　

万
世
橋
・
和
泉
橋
地
区

○
第
Ⅱ
期
定
例
研
修

　

テ
ー
マ　

個
人
情
報
保
護
・
情
報
セ
キ
ュ
リ

　
　
　
　
　

テ
ィ
に
つ
い
て

　

日　

時　

令
和
６
年
11
月
19
日
14
時

　

場　

所　

か
が
や
き
プ
ラ
ザ
会
議
室

○
準
定
例
研
修

　

テ
ー
マ　

再
犯
防
止
の
基
礎
知
識

　

日　

時　

令
和
６
年
12
月
17
日
13
時

　

場　

所　

区
役
所
会
議
室

○
特
別
研
修

　

テ
ー
マ　

就
労
支
援
に
つ
い
て

　

日　

時　

令
和
７
年
１
月
30
日
13
時
半

　

場　

所　

東
京
保
護
観
察
所
集
団
処
遇
室

○
第
Ⅲ
期
定
例
研
修

　

テ
ー
マ　

被
害
者
等
の
思
い
に
応
え
る
保
護
観

　
　
　
　
　

察
処
遇
に
つ
い
て

　

日　

時　

令
和
７
年
２
月
19
日
14
時

　

場　

所　

か
が
や
き
プ
ラ
ザ
会
議
室

○
新
人
研
修
（
予
定
）

　

日　

時　

令
和
７
年
３
月
19
日
15
時
半

　

場　

所　

区
役
所
会
議
室

○
部
会
開
催

　

日　

時　

令
和
７
年
２
月
19
日
18
時

千
代
田
区
保
護
司
会
会
長

広
報
部
（
順
不
同
）

部　

長　

尾
添 

章
子

副
部
長　

土
島 

豊
裕　

堤 

美
代
子

  

井
上 

優
美
子　

影
山 

純
子　

熊
倉 

章
洋

  

瀬
谷 

達
郎　

堀
田 

健
二　

安
田 

郁
子

角
谷 

宏
次
殿

令
和
６
年
11
月
12
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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当
番
区
の
港
区
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
講
師

は
大
田
区
立
障
が
い
者
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ａ
棟
統
括
管
理
者
の
神
作
彩
子
氏
、
テ
ー
マ
は

「
障
害
に
つ
い
て
学
び
私
た
ち
が
寄
り
添
え
る
こ

と
を
考
え
る
」
で
す
。

　

障
害
に
は
心
身
の
機
能
の
障
害
と
事
故
や
病
気

で
認
知
機
能
に

障
害
が
起
き
た

高
次
脳
機
能
障

害
が
あ
り
、
詳

し
い
症
状
と
状

態
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
た
障
が

い
者
に
は
社
会

的
障
壁
と
な
る

物
が
あ
り
、
段

差
や
狭
い
道
路
、

音
声
や
図
説
表

示
の
欠
如
、
心

な
い
言
葉
や
偏

見
な
ど
の
障
壁

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
研
修
会

　

令
和
６
年
10
月
29
日
に
行
わ
れ
た
靖
国
通
り
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
ま
し
た
。
お
茶
の
水
小
学
校
に

集
合
し
、
10
時
よ
り
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

岡
田
　
圭
子

新
人
所
感

　

秋
深
ま
る
な
か
、
今
年
で
第
74
回
目
に
あ
た
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
メ
イ
ン
行
事
で
も

あ
る
「
第
20
回
麹
町
大
通
り
パ
レ
ー
ド
」
が
約
360

名
の
参
加
を
得
て
無
事
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
麹
町
小
学
校
の
校
庭
で
出
発

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
田
村
校
長
の
ご
挨
拶
に

続
き
「
麹
町
小
学
校
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
キ
ッ
ズ
」
の

澄
み
き
っ
た
合
唱
が
校
庭
を
包
み
こ
み
ま
し
た
。

ま
た
社
明
の
千
代
田
区
推
進
委
員
長
を
務
め
る
樋

口
区
長
、
パ
レ―

ド
中
の
安
全
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
麹
町
警
察
の
小
林
署
長
に
も
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
警
視
庁
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
先
導
さ
れ

て
華
麗
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
「
千
修
吹
奏
楽
団
」

の
演
奏
が
響
き
渡
る
中
、樋
口
区
長
を
は
じ
め
様
々

な
協
力
団
体
や
地
域
の
皆
様
と
共
に
麹
町
大
通
り

を
行
進
し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
大
勢

の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
が
土
曜
日
だ
っ
た
た
め
、
平
日
に

比
べ
沿
道
の
人
出
が
少
な
く
社
明
の
広
報
の
意
義

が
や
や
薄
れ
た
気
も
し
ま
し
た
が
、「
安
全
安
心
ま

ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
今
後
も
社
明
運
動
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
賛
同
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
。

　
「
第
74
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
安
全
・

安
心
ま
ち
づ
く
り
靖
国
通
り
パ
レ
ー
ド
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。猛
暑
を
避
け
、
一
昨
年
度
か
ら
10
月
に

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。毎
年
７
月
を
強
化
月
間

と
す
る
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
の
中
心
と

な
る
活
動
で
す
。地
域
の
皆
様
に
更
生
保
護
の
取
組

み
を
広
く
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

千
代
田
区
長
を
は
じ
め
更
生
保
護
女
性
会
、
民

生
・
児
童
委
員
、
町
会
、
区
議
会
等
の
各
団
体
や

保
護
者
の
皆
様
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。様
々

動
」
の
出
発
式
が
始
ま
り
、
初
参
加
の
私
は
、
ま

ず
、
お
茶
の
水
小
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
校
舎

の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
応
援
、
そ
し
て
何
よ
り
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
素
敵
な
演
奏
に
癒
さ
れ
、
そ
し

て
、
そ
し
て
、
出
発
の
時
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
校

門
に
集
ま
り
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
の
お
見
送
り
！

　

子
ど
も
の
「
力
」
っ
て
す
ご
い
な
ぁ
！
感
動
で

す
。
社
会
を
明
る
く
す
る
前
に
私
の
心
が
明
る
く

な
り
ま
し
た
。

　

靖
国
通
り
で
の
行
進
も
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
の

音
に
人
々
が
集
ま
り
、
皆
様
の
手
際
良
い
テ
ィ
ッ

シ
ュ
配
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
方
が
関

心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
地

道
な
活
動
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
一
日
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

麹
町
大
通
り
パ
レ
ー
ド

千
代
田
区

更
生
保
護
女
性
会

な
立
場
か
ら
地
域
を
見
守
っ
て
い
る
、ま
さ
に
『
地

域
の
チ
カ
ラ
』
の
結
集
で
す
。
お
茶
の
水
小
学
校

で
は
、
新
し
い
校
舎
で
迎
え
る
初
め
て
の
出
発
式

で
す
。
伊
藤
栄
司
校
長
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
全
校

生
徒
・
園
児
の
元
気
な
声
に
見
送
ら
れ
、
５
・
６

年
生
の
堂
々
と
し
た
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
先
頭

に
、
今
年
度
は
明
治
大
学
の
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
も
加
わ
り
、
千
代
田
区
役
所
ま
で
の

賑
や
か
な
パ
レ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
が

啓
発
用
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、
沿
道
を
行
く
人

達
も
足
を
止
め
て
パ
レ
ー
ド
を
見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
パ
レ
ー
ド
の
開
催
に

向
け
て
、
交
通
規
制
及
び
安
全
確
保
等
、
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
神
田
警
察
署
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

神
保
町
地
区

和
泉
橋
地
区

岸
　
啓
子

開
催
日　

令
和
６
年
10
月
26
日

靖
国
通
り
パ
レ
ー
ド

湯
本
　
友
美

開
催
日　

令
和
６
年
10
月
29
日

開
催
日　

令
和
６
年
11
月
６
日

場　

所　

高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー

山
﨑
　
久
美
子

を
い
い
ま
す
。
対
応
方
法
と
し
て
は
、
抽
象
的
な

言
葉
や
曖
昧
な
表
現
、
否
定
的
な
伝
え
方
を
避
け
、

相
手
が
分
か
る
よ
う
な
言
い
方
、
絵
や
写
真
や
文

字
で
伝
え
る
事
例
を
学
び
ま
し
た
。

　

『
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
を
実
現
す

る
為
に
障
が
い
者
へ
の
い
ろ
い
ろ
な
支
援
が
必

要
』
と
結
び
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
研

修
会
で
し
た
。
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今
年
度
の
協
議
題
は
、
保
護
司
会
で
も
力
を
入

れ
て
継
続
・
推
進
し
て
い
る
「
〝
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〞
に
つ
い
て
考
え
る
」
で
し
た
。
当
会

で
は
協
議
員
と
事
務
局
で
全
５
回
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
意
見
書
と
質
疑
応
答
の
内
容
を
ま
と
め

ま
し
た
。

　

来
賓
の
方
々

の
ご
挨
拶
の
後
、

地
区
順
に
意
見

書
の
発
表
お
よ

び
質
問
へ
の
回

答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ

の
地
区
も
所
定

の
発
表
時
間
を

オ
ー
バ
ー
す
る

ほ
ど
の
熱
の
こ

も
っ
た
発
表
と
な
り
、
現
状
を
改
善
し
て
い
き
た

い
と
い
う
各
地
区
の
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
運
動
へ
の
知
名
度
の
低
さ
が
共
通
の
課
題
で

あ
り
、
大
型
デ
ジ
タ
ル
掲
示
板
を
利
用
し
た
広
報

活
動
や
、
地
域
や
学
校
へ
の
丁
寧
な
趣
旨
説
明
が

対
策
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
広
報

活
動
に
関
す
る
具
体
的
な
質
問
が
多
く
、
他
地
区

の
回
答
か
ら
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
無
事
に
樋
口
区
長
と
の
懇
談
会
が
開
催

出
来
た
事
に
感
謝
で
す
。

　

始
め
に
、
先
般
の
滋
賀
県
に
於
け
る
保
護
司
の

事
件
を
踏
ま
え
て
、
樋
口
区
長
よ
り
「
保
護
司
の

皆
様
に
寄
り
添
っ
て
参

り
ま
す
。
さ
ら
に
保
護

司
活
動
に
対
し
て
、
ご

家
族
に
ご
安
心
し
て
頂

け
る
様
な
施
策
を
サ

ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。」

と
の
心
強
い
お
言
葉
が

あ
り
質
疑
に
入
り
ま
し

た
。

　

数
問
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
が
、
中
で
も

SD
Gs

の
概
念
を
実
現
す

べ
く
、
「Z

E
R

O

　

W
A

ST
E

」
を
目
指
し

　

今
回
５
年
ぶ
り
の
宿
泊
研
修
と
い
う
こ
と
で
、

施
設
は
水
戸
刑
務
所
、
宿
泊
場
所
は
水
戸
駅
の
近

く
と
し
ま
し
た
。

　

保
護
司
19
名
、
区
役
所
か
ら
３
名
の
22
名
が
参

加
し
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
数
も
例
年
と
あ

ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
午
前
中
は
大
洗
磯

前
神
社
を
見
学
し
、那
珂
湊
で
刺
身
定
食
の
昼
食
後
、

水
戸
刑
務
所
へ
伺
い
ま
し
た
。

　

到
着
後
、会
議
室
で
施
設
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、

受
刑
者
が
印
刷
・
金
属
・
木
工
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
作
業
し
て
い

る
中
を
見
学
し

ま
し
た
。
特
に

木
工
加
工
の
獅

子
頭
・
救
急
箱

な
ど
の
完
成
度

の
高
さ
に
感
心

し
ま
し
た
。
本

人
に
適
し
た
作

業
に
就
業
さ
せ

て
勤
労
意
欲
を

高
め
、
職
業
上

有
用
な
知
識
及

び
技
能
を
習
得

さ
せ
る
目
的
が

あ
り
ま
す
。
ま

　

現
役
の
保
護
司
で
東
京
都
の
犯
罪
お
悩
み
相
談

員
も
兼
ね
て
お
ら
れ
る
小
林
良
子
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

近
年
の
刑
法
犯
罪
認
知
件
数
は
ピ
ー
ク
時
の
約

５
分
の
１
に
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

再
犯
者
率
は
約
35
％
か
ら
約
48
％
へ
上
昇
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
再
犯
者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

刑
事
事
件
を
起
こ
し
た
人
（
年
間
約
80
万
人
）

は
ど
こ
か
の
時
点
で
社
会
、地
域
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
時
、
立
ち
直
り
を
決
意
し
た
人
を
受
け
入
れ
、

家
族
・
行
政
・
地
域
の
方
が
適
切
な
支
援
を
行
う

こ
と
は
「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
も
繋
が

り
ま
す
。

　

過
去
に
放
火
事
件
を
起
こ
し
逮
捕
さ
れ
た
高
齢

者
が
「
寒
く
て
空
腹
で
刑
務
所
に
戻
り
た
か
っ
た
」

と
発
言
し
た
と
の
実
話
も
あ
り
ま
す
。本
当
に
困
っ

た
時
に
人
に
は
言
い
づ
ら
い
「
助
け
て
」
と
い
え

る
社
会
、孤
立
さ
せ
ず
寄
り
添
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
た
め
、東
京
都
で
は「
再
犯
防
止
推
進
計
画
」

を
策
定
し
「
犯
罪
お
悩
み
な
ん
で
も
相
談
事
務
局
」

も
開
設
さ
れ
、
様
々
な
支
援
、
相
談
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
本
人
、
関
係
者
の
方
々
に
も
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
犯
罪
の
減
少
に
繋
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司

　
　
　
　

  

組
織
運
営
連
絡
協
議
会

区
長
と
保
護
司
会
と
の
懇
談
会

小
林
　
加
乃

俣
野
　
幸
昭

縣
　
裕
久

宿
泊
研
修

岸
　
啓
子

準
定
例
研
修開

催
日　
　

令
和
６
年
12
月
17
日

場　

所　

千
代
田
区
役
所
会
議
室

開
催
日　

令
和
６
年
12
月
17
日

場　

所　

千
代
田
区
役
所
会
議
室

て
区
内
の
ゴ
ミ
問
題
に
関
し
て
の
質
疑
を
重
点
的

に
ご
報
告
致
し
ま
す
。
区
長
は
現
場
主
義
を
実
践

さ
れ
、
年
に
一
度
ゴ
ミ
収
集
車
に
同
乗
さ
れ
て
、

区
内
の
ゴ
ミ
の
状
況
を
実
体
験
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
内
の
ゴ
ミ
問
題
解
決
の
た
め
に
数
々
の
施
策
を

行
っ
て
お
り
、
ゴ
ミ
削
減
に
対
し
て
「
決
し
て
諦

め
な
い
」
を
信
条
に
区
民
の
規
範
意
識
の
向
上
を

目
指
し
て
日
夜
活
動
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、
そ
の
一
端
を
お
聞
き
す
る
事
が
で
き
、

心
を
新
た
に
ゴ
ミ
問
題
に
関
心
を
持
つ
意
味
を
確

認
で
き
ま
し
た
。

開
催
日　

令
和
６
年
10
月
４
日

場　

所　

如
水
会
館

開
催
日　

令
和
６
年
11
月
６
日
〜
７
日

場　

所　

水
戸
刑
務
所

　

ま
た
東
京
保
護
観
察
所
よ
り
都
内
各
地
区
の
社

明
活
動
内
容
の
一
覧
を
資
料
と
し
て
配
付
い
た
だ

き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
杉
山
所
長
か
ら

の
講
評
も
含
め
、
来
年
度
の
社
明
運
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

千
代
田
区
が
当
番
区
で
し
た
の
で
、
事
務
局
に

様
々
な
対
応
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現・水戸刑務所にて

JAXA筑波宇宙センターにて

た
施
設
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、

常
に
監
視
、
警
備
を
行
い
、
逃
走
、
自
殺
、
火
災

そ
の
他
の
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
弘
道
館
を
見
学
し
、
ホ
テ
ル
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
後
に
、「
元
祖
あ
ん
こ
う
鍋
山
翠
」
に
て
夕
食
。

翌
日
に
は
日
本
三
名
園
の
一
つ
「
偕
楽
園
」
を
散
策
、

県
立
歴
史
館
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
見

学
後
、
一
同
出
発
地
の
区
役
所
に
戻
り
ま
し
た
。



令和7年2月20日 （4）千代田区保護司会会報 第95号 第95号（5）令和7年2月20日 千代田区保護司会会報

　

こ
の
度
、
新
た
に
保
護

司
と
し
て
任
命
さ
れ
、
千

代
田
区
に
配
属
さ
れ
ま
し

た
松
川
京
子
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
が
こ
の
役
職
に
就

く
に
あ
た
り
、
保
護
司
の

責
務
の
重
要
性
と
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
深
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
ま

た
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
真
摯
に
こ
の
役
割
に

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。
ご
活
躍
さ
れ
て
い

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
落
ち

着
い
て
い
れ
ば
わ
か
る
よ
う
な
嘘
も
「
あ
な
た
は

被
疑
者
で
す
」
と
言
わ
れ
、
動
揺
し
た
と
こ
ろ
に

付
け
込
む
詐
欺
で
す
。

　

ま
た
、
警
視
庁
の
ア
プ
リ
「
デ
ジ
ポ
リ
ス
」
の

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
犯
罪
の
発
生

状
況
を
見
る
こ
と
が
で

き
、
防
犯
ベ
ル
の
よ
う

な
使
い
方
も
で
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
２
つ
の
犯
罪
に

つ
い
て
、
詳
し
く
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
大
変

有
意
義
な
懇
談
会
に
な

り
ま
し
た
。

 

〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
に
お
い
て
協
力
顕

著
な
団
体
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〇
法
務
大
臣
感
謝
状
　
千
代
田
区
立
九
段
小
学
校

新
任
の
挨
拶

松
川
　
京
子

山
﨑
　
充
彦

新
任
の
挨
拶

令
和
６
年
度
東
京
更
生
保
護
事
業

　
　
　
　
　
　

 

関
係
者
顕
彰
式
典

　

は
じ
め
ま
し
て
。
令
和

６
年
12
月
22
日
付
で
保
護

司
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
山

﨑
充
彦
と
申
し
ま
す
。
同

年
12
月
23
日
に
は
法
務
省

東
京
保
護
観
察
所
に
て
辞

令
伝
達
式
に
出
席
し
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
辞
令
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
小
学
校
、
中
学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
皆
様
は
じ
め
多
く
の
方
々
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
縁
を
大
切

に
し
、
微
力
な
が
ら
も
地
域
の
た
め
に
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

保
護
司
と
し
て
の
活
動
や
役
割
に
つ
い
て
、
諸

先
輩
方
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
に
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
賜
り
、
学
び
な
が
ら
励
ん
で
参
り
ま
す
。

　

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
叙
勲　

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原　

正　

氏

法
務
大
臣
表
彰　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
田　

健
二　

氏

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳　

葉
子　

氏

東
京
保
護
観
察
所
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
倉　

章
洋　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

京
子　

氏

東
京
都
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
谷　

英
亮　

氏

東
京
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
（
家
族
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　

影
山　

ま
す
枝　

氏

　

昨
年
同
様
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
赤
城
副

会
長
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
藤
田
会
長
を
含
め

保
護
司
会
か
ら
７
名
、
麹
町
警
察
署
か
ら
は
鎌
田

生
活
安
全
課
長
を
は
じ
め
３
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
小
林
署
長
は
、
臨
時

国
会
の
対
応
の
た
め
急
遽
欠
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
藤
田
会
長
よ
り
社
明
パ
レ
ー
ド
の
警
備

協
力
に
対
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
、
次
回
も
同
様

の
協
力
を
要
請
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

次
に
鎌
田
課
長
よ
り
、
総
理
の
所
信
表
明
演
説

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
闇
バ
イ
ト
の
警
察
庁
の
資

料
を
使
っ
た
説

明
と
、
管
内
の

状
況
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
赤

城
副
会
長
よ
り

普
段
行
っ
て
い

る
学
校
と
の
話

し
合
い
だ
け
で

な
く
、
違
う
見

解
も
聞
く
こ
と

が
で
き
貴
重
な

時
間
で
し
た
と

お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

植
田
　
浩
敏

麹
町
警
察
署
と
の
懇
談
会

開
催
日　

令
和
６
年
11
月
29
日

場　

所　

麹
町
警
察
署

　

青
少
年
の
非
行
防
止
や
安
全
・
安
心
な
地
域
の

実
現
に
向
け
、
神
田
警
察
小
川
署
長
、
生
活
安
全

課
少
年
係
担
当
者
、
お
茶
の
水
小
学
校
伊
藤
校
長
、

神
田
一
橋
中
学
校
・
千
代
田
小
学
校
各
校
生
活
指

導
主
任
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
神
保
町
・
神
田
公

園
地
区
保
護
司
と
の
連
絡
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
川
署
長
よ
り
、
非
行
防
止
対
策
が
最
重
要
課

題
で
あ
り
早
い
段
階
で
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
、

少
年
係
担
当
者
か
ら
増
加
傾
向
で
あ
る
少
年
非
行

の
状
況
と
、「
と
く
り
ゅ
う
」
に
対
す
る
啓
発
活

動
を
強
化
し
て
い
る
と
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

伊
藤
校
長
と
各
校
生
活
指
導
主
任
よ
り
不
登

校
・
い
じ
め
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
不
登
校
へ
の
対
応
と
し
て
児
童
・
生
徒
を

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
」
で

受
け
入
れ
、
い
じ
め

の
対
策
と
し
て
は

「
人
権
」
に
対
す
る

感
覚
を
大
切
に
す
る

指
導
を
し
て
お
り
、

効
果
が
上
が
っ
て
い

る
と
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

保
護
司
会
よ
り
社

土
島
　
豊
裕

神
田
警
察
署
と
の
懇
談
会

開
催
日　

令
和
６
年
11
月
22
日

場　

所　

神
田
警
察
署

　

本
年
も
万
世
橋
警
察
署
と
保
護
司
会
の
懇
談
会

が
、
万
世
橋
警
察
署
か
ら
鵜
飼
署
長
、
正
木
生
活

安
全
課
長
、
そ
し
て
少
年
係
か
ら
２
名
、
保
護
司

会
か
ら
藤
田
会
長
以
下
13
名
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
藤
田
会
長
、
鵜
飼
署
長
か
ら
ご
挨
拶
を

頂
き
、
そ
の
中
で
鵜
飼
署
長
か
ら
、
最
近
大
き
く

問
題
に
な
っ
て
い
る
「
闇
バ
イ
ト
」
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

闇
バ
イ
ト
は
社
会
経
験
の
少
な
い
青
少
年
な
ど

を
捨
て
駒
の
よ
う
に
使
う
悪
質
な
犯
罪
で
あ
る
。

青
少
年
た
ち
に
闇
バ
イ
ト
の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
啓

発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
巻
き
込

ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
助
け
を
求
め

て
ほ
し
い
と
の
事
で
し
た
。

　

引
き
続
き
保
護
司
会
活
動
状
況
、
万
世
橋
警
察

署
管
内
の
情
勢
に
つ
い
て
の
懇
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
木
課
長
か
ら
は
「
特
殊
詐
欺
」
の
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
地
方
の
警
察

署
員
を
名
乗
り
「
あ
な
た
は
被
疑
者
に
な
っ
て
い

る
」
と
嘘
の
話
を
し
て
、
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
る

万
世
橋
警
察
署
と
の
懇
談
会

開
催
日　

令
和
６
年
11
月
20
日

場　

所　

万
世
橋
警
察
署

唐
澤
　
俊
一
郎

明
パ
レ
ー
ド
・
ミ
ニ
集
会
の
御
礼
を
申
し
上
げ
、

各
保
護
司
よ
り
保
護
観
察
の
状
況
と
日
頃
の
活
動

報
告
を
し
、
そ
の
後
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
地
域
の
連
携
と
情
報
共
有
が
不
可
欠

で
あ
る
と
確
認
出
来
ま
し
た
。

る
保
護
司
の
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、

対
象
者
の
社
会
復
帰
と
更
生
を
支
援
す
る
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

皆
様
と
の
連
携
や
協
力
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
点
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
、

何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
74
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

に
お
け
る
民
間
協
力
者
感
謝
状
受
賞難波 明夫 校長


